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代　　表	 鈴木 恒夫　元文部科学大臣
副 代 表	 森本 弘道　もみじ銀行元頭取	／広島県本部代表
	 小林 和明　城南信用金庫名誉顧問
専務理事		 山橋 由貴子　公益社団法人「小さな親切」運動本部事務局長
理　　事	 稲見 友之　弁護士
	 梅 森 　 徹　一般社団法人全国地方銀行協会常務理事
	 栗 田 　 正　帝京大学ちば総合医療センター脳神経内科客員教授
	 藤 井 　 基　弁護士
	 保 田 　 博　元大蔵事務次官	／リベラ株式会社特別顧問
	 西島 太郎　読売新聞東京本社販売局次長
	 浜崎 恭一　ミサワホームＭＪ株式会社元執行役員
【監事2名】	

	 鈴木 弘昭　武蔵野市支部代表／学校法人大成学園常務理事
	 灰原 芳夫　公認会計士・税理士

西島太郎
一人ひとりの「小さな親切」が結びついて、
大きな優しさが生まれるような活動を心が
けたいと存じます。

　 会 員 数 ・ 組 織 数

　 新 理 事ごあいさつ　 新 役 員

浜崎恭一
住宅販売の仕事上で、お客様と生涯にわ
たるお付き合いをしてきました。運動を通
じ、どなたの心にも寄り添うような活動を
したいと考えております。

会 員 数	 150,073名
	 個人正会員93名、個人寄附会員21名、
	 個人会員689名、法人正会員31法人、
	 法人寄附会員19法人、地方賛助会員6,378名、
	 団体会員	94,944名、学校会員47,898名

地域組織	 32道府県本部／135市町村支部
〈令和４（2022）年3月31日現在〉

新 役 員 体 制 で 創 立 60 周 年 を 目 指 す

今、SDGs達成を目指し、「食品ロス」を減ら
そうとの機運が高まっている一方で、テレビ

のグルメ番組では大量の食品が廃棄されているので
はと疑わざるを得ない映像が映し出される。
　お笑い芸人さんが、ラーメンやカレー、スウィー
ツの店などを何軒も周り、食レポをする番組が目白
押しだ。大食いのギャル曽根さんなら完食できるだ
ろうが、普通の人が何杯もラーメンを食べきること
は不可能だ。
　一口食べて食レポをし、その後何口か食べると店
を出る。本当に食べているとは到底思えない。おい
しいと言われたラーメンが、その後廃棄されると考
えるとやり切れない思いが……。
　ラーメンのおいしさを伝えるなら、まずはおいし

く盛り付けられた料理を視聴者に見せ、それをみん
なで取り分けて食べてはいかがだろうか。
　病気をして、食べることの大切さを痛感した私に
とって、一杯のラーメンを食べられる幸せを感じて
ほしいと思う。「おいしさ」とは、それを食べる人の
味覚であり、健康な体があるからこそ味わえるもの。
本当においしく食べるグルメ番組をつくってもらい
たい。ちなみに、『孤独のグルメ』は大好きな番組だ。

ど 真 ん 中ど 真 ん 中

おいしさは完食だ
昨

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長

は え ぬ きは え ぬ き

去る６月17日、第12回社員総会が開催され、新役員体制のもと、
来る創立60周年に向けて2ヶ年計画事業を立ち上げ、コロナで崩れた人間関係の再構築に取り組むとともに、

仲間を増やす「会員拡大」、正しい知識・偏見差別をなくす「心のワクチン」運動を
重点活動として運動を推進することになりました。

　もう3度目となるコロナの夏。マスクの夏。一
旦落ち着きを見せた感染者数も本稿執筆中の7月
中旬で再び急増中。この夏も密を避ける、手洗い・
消毒、室内の換気、そしてマスク着用などの基本的感
染対策はそのままに、コロナと過ごすのは確かそうで
す。一方、今夏は、移動を控えるなどの行動制限の要
請は出ていません。また、夏の前には「屋外で人との距
離が確保できる場合や、会話をほとんど行わない場合
は、マスクを着用する必要はありません」と、重要な対
策を緩和するように見える要請が積極的に国から出て
いて、これは初めてのことだと思われます。

　私たち感染症対策コミュニケーションラボでは、一
人ひとりが感染症の基本のキの字と感染症対策の理由
を知る（＝知のワクチン）と同時に、他者に感染させな
いのはもちろんのこと、立場やリスクの捉え方は人そ
れぞれであることを考え、人を思いやる気持ちを持つ
こと（＝心のワクチン）によって、偏見や差別という負
の副産物を生まずに、不足や過剰がないスマートな感
染症対策ができる社会となることを目指してきました。
　そこに、「小さな親切」運動の「一人ひとりの小さな親
切が社会を良くする」という言葉に出会い、市民一人ひ
とりが対策行動の主体となり、他者や社会を思いやる
ことではじめて成立する感染症対策と同じ考え方であ
ることを知りました。
　そうしたことから、現在、「コロナ時代の『小さな親
切』運動」として「心のワクチン」運動をともに進め、よ
り良い社会づくりの一助になればと思い
協力させていただいています。

ク」は外してみることをお勧めします。
　ただ、ここで大事なのは、その前にマスクの意味を

もう一度理解し直すこと。つまりウイルスを万が一持っ
ていたとしても口鼻から出さない、口鼻からもらわな
いためのマスクであること（ですから、屋外で距離が
取れるところでは理屈上は以前からマスクは不要でし
た）。そしてもっと考えなければならないことは、マス
クを外したい人、マスクを着けていたい人の気持ちを
想像すること、思いやることだと考えます。

　この２年半の経験をもとに、日本でも社会活動を活
性化させ、元の世界に戻る方向に進もうとしています。
けれども、人がまばらな酷暑の屋外でもマスクを外し
て歩く人の姿にはなかなか出会えません。最初は面倒
だったマスクも、いつの間にか新常態として慣れてし
まい、それが今や、「もう恥ずかしくてマスク外せませ
ん！」なんて声も聞かれるほどに。
　また、そうはいっても空気中にウイルスが飛んでい
るリスクは“ゼロ”ではないから外せないという人もい
るし、外している人を見ると怖い、マナー違反だと考
える人もいます。さらには白い目で見られそうだと、
外せないでいる人もいるのではないでしょうか。おな
じみの同調圧力ですね。
　しかし、せっかくここまでコロナとの付き合い方が
わかってきて、日常を取り戻せるようになってきたの
ですから、元に戻る練習と思ってこの夏、「外せるマス

元の日常に戻る練習を

大切な「知のワクチン」と「心のワクチン」
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「心のワクチン」運動はこちらからチェック！
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